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付箋メタファに基づく
プレゼンテーション設計インタフェースの検討

野口杏奈1 志築文太郎2,a) 田中二郎2

概要：
タブレット PCにて動作するプレゼンテーション設計インタフェースを示す。本インタフェースは付箋を
スライドに見立てた「付箋メタファ」に基づく。付箋メタファにて用いられる仮想的な付箋を付箋オブ
ジェクトと呼ぶ。本インタフェースにおいて、発表者は付箋オブジェクト、および付箋オブジェクトを配
置するためのキャンバスを用いてプレゼンテーションを設計する。付箋オブジェクトには手書きによる書
き込みが行え、さらにタッチジェスチャによって書き込みをまとめる、分割する等の操作を容易に行える。
なお、これらの書き込みは対応するスライドへと反映される。また、発表者はキャンバスにて、付箋オブ
ジェクトを自由に配置し、さらにプレゼンテーションにおけるスライド順を指定することが可能である。
これらの機能によって、本インタフェースは個々のスライドの設計及びスライド順の設計を含むプレゼン
テーション設計を支援する。

1. 付箋法
スライドウェアを用いたプレゼンテーションは図 1に示
されるように準備と発表の 2段階から成り、さらに準備は
計画、資料作成、練習から成る [1]。すなわち発表者は準備
としてまず計画、次に資料作成、最後に練習を行う。さら
に、各段階から計画へと戻り、資料作成と練習を再び行う
ことによりプレゼンテーション全体の完成度を高める。
この準備に付箋を用いる設計手法（以降付箋法）があ
る [2]。付箋法における付箋の用途はブレインストーミン
グ [3]、及びスライドのスケッチである。スケッチの実例と
そのスケッチを基に作成されたスライドを図 2に示す。発
表者は 1枚の付箋を 1枚のスライドに見立て、そこにスラ
イドの内容をスケッチする。また、スケッチした付箋を紙

図 1 プレゼンテーションを構成する各段階
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やホワイトボード等に貼り付けることによりプレゼンテー
ション設計、すなわち個々のスライドの設計及びスライド
順の設計の両者、を検討する。発表者はその後貼り付けた
付箋を見ながら PowerPointやKeynote等のスライドウェア
を用いて資料作成を行う。
付箋法の特徴を以下に示す。
利点 安価な付箋を用いることにより発表者はスライドの
追加、修正、削除、及び配置が容易に行えるためブレ
インストーミング（すなわち計画）を行い易い。また、
付箋をノートやホワイトボードに貼り付ければ資料全
体を見渡せるため、発表の流れを把握しやすい。さら
に、付箋に対するスライドのスケッチ（すなわち資料
作成の初期段階）から戻ってブレインストーミングを
再び行う際も作成済みの付箋をそのまま使える。

課題 計画と資料作成や練習との遷移がシームレスでない。
例えば資料作成や練習の途中に発表者が計画へと戻り
付箋を入れ替えた場合、資料をそれに合わせるために
発表者には付箋を見ながらスライドウェアを操作する

図 2 付箋に描かれたスライドのスケッチ (左）と、このスケッチを
基に作成されたスライド（右）
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手間が生じる。また、付箋を大型スクリーンへと写せ
れば、発表者はスライドのスケッチを用いて発表本番
と同等の環境で練習することが可能となる。
本研究の目的は、付箋法に着目し、付箋をスライドに見
立てた付箋メタファに基づくプレゼンテーション設計イン
タフェースを実装することによって、付箋法を電子化する
ことの有用性を調べることである。以降、付箋メタファに
て用いられる仮想的な付箋を付箋オブジェクトと呼ぶ。
今回、我々は第一著者が普段から行っている付箋法にお
いて、付箋、及び付箋を貼り付けるノート（以降、ノート）
の使われ方を観察した。また、この観察結果から提案イン
タフェースが満たすべき要件を抽出し、要件を満たすプロ
トタイプをタブレット PC上に実装した。本稿ではこれら
を報告する。

2. 関連研究
プレゼンテーションの準備を支援する手法は多く研究さ
れている。また、提案インタフェースと同様にペンとタッ
チジェスチャを併用したコンテンツ作成支援インタフェー
スも研究されている。

2.1 プレゼンテーションの準備を支援する手法
花植らは、知識片と呼ばれるメモ書き、知識片同士の関
係、及び発表時間をユーザが与えると、これらからプレゼ
ンテーションを生成するシステムを示した [4,5]。これによ
り準備の各段階を支援する。一方、本研究は付箋メタファ
に基づき準備を支援することを試みる。
過去に作成したスライドを再利用しやくすることによっ
て準備を支援する試みとしてMoscovichらの Customizable

Presentation [6]、Bergmanらの Outline Wizard [7]、Drucker

らの研究 [8]が挙げられる。これらの研究は準備を支援す
る点において本研究と関連するが、資料作成の初期段階の
支援方法が過去のスライドの再利用に焦点を当てている。
本研究では過去の付箋オブジェクトの再利用も可能ではあ
るが、付箋メタファに基づき準備を支援する。
ペンを活用した支援手法も研究されている。Sinhaらの

MultiPointは PowerPointのアドオンである。ユーザがスラ
イド上に自由に文字や図形を描き、その後音声にて「四
角を描く」「タイトルを追加」等のコマンドを与えると、
MultiPointはこれらをスライド上の図形やタイトルへと変
換する [9]。栗原らはプレゼンテーションツールに対する
ニーズを調査し、得られた知見を基にペンベース電子プレ
ゼンテーション「ことだま」を開発した [10]。ことだまで
は、手書きスケッチと図形・文字認識により、スライドの資
料作成及び発表を容易に行える。なお手書きによる書き込
みを発表中でも行える。Signerらは、アノトペンを利用し
紙上におけるデジタルペンの絶対位置を検知することによ
り、ハンドアウトを利用して PowerPointをインタラクティ

ブに操作するツールである PaperPointを開発した [11]。本
研究では計画及び資料作成の初期段階において付箋オブ
ジェクトに対するスライドのスケッチを用いる点におい
て、これらの研究と関連する。

Liuらは資料作成を支援するために予備調査を行った結
果、発表者はスライドの作成時にスライドに用いる画像
を検索する等Webブラウザとスライドウェア間を多く往
復することを見い出した。そこで開発した SidePoint は、
PowerPointのアドインであり、ユーザがスライドに入力し
た単語や句から名詞や名詞句を抽出して検索を行い、ユー
ザに画像や文節等を提示する機能を持つ [12]。資料作成を
支援するための独自手法を採り入れたシステムも多く存在
する。Wangらは、教科書の各章から講義スライドのアウト
ラインを生成するシステムを開発した [13]。このシステム
では、予め講義スライドと対応する教科書の章との関係を
分析し、以降の章のスライドのアウトラインを、本文から
半自動的に作成する。また、記述言語に基づく試みとして、
アニメーションの記述に記述言語を用いる、Zongkerらの
SLITHY [14]、及び発表者が発表を進行させる単位である
「表示シーケンス」をプレゼンテーションにおける情報単
位として記述言語を用いて記述する、大坪の Gozen [15]が
挙げられる。藤本らのツールでは、発表者は漫画形式にて
ページにコマを配置し、またコマの表示順を定義すること
によってプレゼンテーションを構成する [16]。これによっ
て、文字と図のみを並列させる従来のスライドウェアより
も印象に残りやすいプレゼンテーションを構成できる。こ
れらの研究は資料作成を支援する点において本研究と関連
するが、本研究は資料作成の前段階から付箋メタファに基
づき支援することを狙っている。

Spicerら、Edgeら、Lichtschalagらは、多くのプレゼン
テーションソフトウェアが直線状にスライドを並べること
には、ユーザが構造的にプレゼンテーションの流れを考え
ることを無視している問題、さらに質疑の際に該当するス
ライドを探して何枚もスライドをめくる必要があるため手
間が掛かる問題があると述べた。これらを解決するために、
Spicerらは重み付き有効グラフを用いてプレゼンテーショ
ンの流れを表す NextSlidePleaseを開発した [17]。Edgeら
は先に挙げた問題に加えて、プレゼンテーションの準備
においては練習が重要であると主張し、マークアップ言語
を用いて階層的にスライドを作れる HyperSlidesを開発し
た [1]。HyperSlidesでは 3つの階層の 1つに練習用の階層
が存在する。Lichtschalagらはユーザが与えられた平面上
にコンテンツを自由に配置することができ、概念地図のよ
うに資料作成が行える Flyを開発した [18–21]。また、Fly

と同様にズーミング機能を持つプレゼンテーションソフト
ウェアとして Goodらの CounterPointもある [22]。これら
の研究のうち、Edgeらの研究とはプレゼンテーションの準
備における各段階を動的に遷移可能にした点において本研
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究と関連する。また、Spicerら、Lichschlagら、Goodらの
研究は平面上にコンテンツまたはスライドを自由に配置す
ることによりプレゼンテーションにおける計画を支援した
点において本研究と関連する。

Liらのインフォーマルプレゼンテーション（IP）を支援
することを目的とした SketchPointは、ユーザがスライド
のコンテンツやその構造等をタッチペンにて記入すると自
動的にスライドを生成する [23]。ユーザに素早く IPを行
わせる点においてこの研究は本研究と似ている。一方、本
研究では、既存のスライドウェア上に IP用のスライドを
作ることにより、このスライドを資料作成の初期段階とし
てフォーマルなスライドを作れるようにすることを狙って
いる。

2.2 ペンとタッチジェスチャを併用したコンテンツ作成支
援インタフェース

ペンとタッチジェスチャを併用できるようにすることに
よってコンテンツ作成を支援するインタフェースが研究さ
れてきた。

Liらの SketchCommではデザイナーはペン、タッチ、及
びWebカメラを用いて、キャンバス上に描いたスケッチ
に対して注釈、オーディオクリップ、及びビデオクリップ
を加えて他者にデザインを説明する [24]。Hinckleyらはペ
ンとタッチを使い分けて操作するインタフェースを開発し
た [25]。Hinckleyらはまず人が紙とペンを用いて作業する
様子を観察し、その結果に基づいて、実世界において使用
されるメタファを用いたインタラクション手法を提案して
いる。これらの研究は、ペンとタッチジェスチャを用いた
支援インタフェースを作成した点において本研究と関連
する。

Matulicらは、Hinckleyらのインタラクション手法に基づ
き、テーブルトップにて様々な種類のプレゼンテーション
文書の編集が行えるツールを開発した [26]。ユーザは非利
き手のタッチジェスチャにより機能を切り替えられる。こ
の研究はペンとタッチジェスチャを併用したインタフェー
スによって資料作成を支援した点において本研究と関連す
る。ただしこの研究は計画を支援せず、また対象コンテン
ツにレポートやメモ等の書類も含めている。一方、本研究
は対象コンテンツをスライドに絞り、付箋メタファに基づ
くことによって計画から準備を支援する。
なお、ペンとして Hinckleyらは赤外線ペンを、Matulic

らは特殊なスタイラスを用いることによってペンによる入
力とタッチジェスチャを区別し多様な操作を提供した。一
方、我々は汎用性を高めるためにタッチペンを用いること
とした。

3. 付箋法
付箋メタファに基づくプレゼンテーション設計インタ

図 3 付箋法における付箋及びノート

図 4 重ねてまとめられた複数の付箋

フェースが満たすべき要件を抽出するために、我々は第一
著者が普段から行っている付箋法において、付箋及びノー
トの使われ方を観察した。

3.1 付箋及びノートの使い方の観察
付箋には、図 3が示すように、テキストや図の、内容や
位置がスケッチされていた。テキストとしては、スライド
に挿入される文の下書き、それらの省略されたもの、及び
キーワードのみのものがあった。図としては簡略化された
ものが多かった。また、付箋の使い方として、図 4が示す
ように複数の付箋が重ねてまとめられている場合があっ
た。図 4の場合 3枚の付箋が重ねられており、最上面の付
箋にその下にある 2枚の付箋の内容がまとめられている。
ノートに対しても図 3に示されるように書き込みが行わ
れていた。書き込みは、付箋内に書ききれなかった内容、
トピック（例えば背景、関連研究）ごとに付箋をグループ
化する注釈（すなわちキーワードと複数の付箋を囲む枠）、
及びスライドに挿入される図の詳細なスケッチ等であっ
た。発表時間が長い場合、付箋オブジェクトが見開きの 2

ページ以内に収まらず、次のページにも貼り付けられるこ
とがあった。また、図 5が示すように、ノートに書き込み
を行っていった結果、ノート上の書き込みがスライドのス
ケッチとなっている場合があった。さらに、ノートへの書
き込みが付箋への注釈であった場合、付箋が移動されても
ノート上の書き込みが移動されない場合があった。

3.2 実物の付箋法、
及び観察からの要件の抽出

付箋オブジェクト
提案インタフェースは 1節にて述べた実物の付箋法の利
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図 5 ノート上の書き込みのスライド化

点を持つべきである。このため、提案インタフェースにま
ず以下が求められる。

要件 1：ユーザが付箋オブジェクトの追加、修整（すな
わち書き込みとその消去）、削除を容易に行えること。
要件 2：ユーザが付箋オブジェクトを自由に配置でき
ること。

また観察において付箋オブジェクトが重ねられていたこと
から以下が求められていると考えられる。

要件 3：ユーザが付箋オブジェクトを重ねることによ
り、重ねた付箋オブジェクトの内容をまとめた付箋オ
ブジェクトを作成できること。

ノード等の付箋オブジェクトを貼る対象
ノード等の付箋オブジェクトを貼る対象についても、1節
にて述べた実物の付箋法の利点を持つべきである。

要件 4：ユーザが書き込みとその消去を容易に行える
こと。

また、付箋をノートの複数ページに貼り付けることを強い
られていた。このことは資料全体が見渡せるという利点を
損なう。したがって以下が導かれる。

要件 5：ユーザが作成した付箋オブジェクトを全て貼
り付けられるように対象は十分に広いこと。

さらに、グループ分け、及びノート上の書き込みがスライ
ドのスケッチとなっていた。このことから以下が導かれる。

要件 6：ユーザが対象への書き込みを付箋オブジェク
トとすること（以降、付箋オブジェクト化）が可能で
あること。
要件 7：ユーザが複数の付箋オブジェクトを注釈も含
めてグループ化し、自由に配置できること。

1節にて課題について
1節にて挙げた、計画と資料作成の遷移がシームレスで
ないという課題に対して以下が挙げられる。

要件 8：付箋オブジェクトへの書き込みをスライドへ
と反映すること。
要件 9：ユーザが付箋オブジェクトの順番を決定した
際に、その順番に従いスライドが並び替わること。

このふたつによりスケッチされた初期のスライドを用いて
の練習が容易になると考えられる。

4. 付箋メタファに基づく
プレゼンテーション設計インタフェース

3.2節にて抽出した要件に従い、付箋メタファに基づく

図 6 プロトタイプの概観

図 7 想定するプロトタイプの作業環境

プレゼンテーション設計インタフェースのプロトタイプを
実装した。プロトタイプの概観を図 6に示す。

4.1 実行環境
プロトタイプをタブレット PC（SONY社の Vaio Tap 20）
上に実装した。タブレット PCを用いた理由は、実物を用
いる場合に発表者は書き込みにペンを、付箋の配置に手を
用いるのと同様に、プロトタイプにおいてユーザがタッチ
ペンと指を用いて書き込み及び各機能を実行できるよう
にするためである。また、実物を用いる場合には付箋及び
ノートへの書き込みを机上にて行うため、プロトタイプを
用いる間、図 7に示されるように画面が水平となるように
タブレット PCを置くこととした。
我々はプロトタイプを C#を用いてWPFアプリケーショ
ンとして実装した。また、プロトタイプが操作するスライ
ドウェアをMicrosoft PowerPoint 2013とした。プロトタイ
プは起動時に PowerPointを起動する。

4.2 付箋オブジェクトとキャンバス
ユーザはパイメニュー [27]を操作して付箋オブジェクト
を作ることが可能である。また、付箋オブジェクト、及び
付箋オブジェクトを貼り付ける対象であるキャンバスの両
者にタッチペンや指をドラッグすることによって書き込め
る。なお、要件に従い、プロトタイプでは付箋オブジェク
トを貼り付ける対象を画面ウィンドウよりも大きな 1枚の
キャンバスとした。ユーザは必要に応じてキャンバスの移
動、拡大、縮小を行える。
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図 8 引き出しジェスチャによって起動されるパイメニュー

4.3 引き出しジェスチャによって起動されるパイメニュー
を用いた機能呼び出し

要件に対応する多くの機能を素早く実行できるようにす
るためにパイメニューを採用した。初期の実装においては、
ウィンドウの左端にメニューを配置していた。しかし、付
箋オブジェクトを追加する等の機能を実行する度に、ユー
ザは手をメニューへと大きく動かす必要が生じていた。ま
た、ユーザがキャンバスに付箋オブジェクトを自由に配置
できるようにするために、キャンバスをなるべく広く表
示したかった。今回実装したパイメニューを図 8に示す。
ユーザはキャンバス内の任意の位置にてこのパイメニュー
を起動できる。
パイメニューの起動には引き出しジェスチャ [28, 29]を
用いた。具体的には、パイメニューを表示させたい位置に
非利き手の 2本の指（基準指）を接地させ、利き手に把持
したタッチペンもしくは利き手の 1本の指を非利き手の内
側に差し入れてキャンバスに接地する。その後、これを基
準指の間を交差（クロッシング [30]）するように、手の外
側に向かってドラッグすると、パイメニューはキャンバス
上に表示される。この時、ドラッグの向きとパイメニュー
の向きを操作しやすくなるように合わせるため、基準指を
通る線分と X軸とが成す角度を算出し、この角度に応じ
てパイメニューを回転させ表示させるものとした。基準
指をキャンバスから離すとパイメニューは非表示となる。
なお、初期の実装では、キャンバス上にてダブルタップを
行った際にパイメニューを表示していた。しかしながら、
図のスケッチや画数の多い漢字をキャンバスに書くという
操作にはダブルタップが含まれるため、パイメニューが頻
繁に誤表示されていた。一方、引き出しジェスチャは、ダ
ブルタップやピンチ等のタッチジェスチャと競合せずに共
存することが可能なため、これを用いてパイメニューを表
示することとした。
パイメニューに設けたメニュー項目と、それぞれの項目
に割り当てた機能を表 1 に示す。今回第一著者が右利き
であったことから、プロトタイプではユーザは非利き手で
ある左手を基準指とし、利き手である右手にタッチペンを
把持してプロトタイプを操作すると想定し、メニュー項
目を配置した。すなわち、ユーザがタッチペンを用いてメ
ニューを引き出しながらメニュー項目を選択し、そのまま
付箋オブジェクト等への操作を行うことを容易にするため
に、細かい操作を要求する Cut、Ink、Eraser、及び使用頻
度の高い Addの計 4項目をパイメニューの右半分に配置

図 9 キャンバス上へ付箋オブジェクトの追加

図 10 キャンバス上の付箋オブジェクトの削除

した。なおこの設計は、利き手の方が非利き手よりも細か
い操作を行える [31]ことに加えてタッチ操作よりもタッチ
ペンを用いた操作の方がより細かいジェスチャが可能であ
る [32]ことにも沿っている。

4.4 プロトタイプが有する機能と使用方法
本節ではプロトタイプの各機能とその使用方法を述べる。
付箋オブジェクト
ユーザはパイメニューから Addを選択することにより、
付箋オブジェクトを 1枚ずつキャンバス上へと追加できる
（図 9）。またユーザは、利き手の指によって付箋オブジェ
クトをドラッグしながら基準指の間を通るように手の内側
に引き入れることにより削除できる（図 10）。
この時点でユーザはキャンバス上の付箋オブジェクトを
自由に移動、拡大、縮小、及び回転できる。これらの機能の
うち、拡大、縮小、及び回転機能は付箋オブジェクトに対
しての書き込みを容易にするためのものである。移動には
1点以上でのドラッグ、拡大と縮小にはピンチジェスチャ
を用いる。回転にはまず付箋オブジェクトを同時に 2点で
タップした後に 2点で触れてこれを回す。なおユーザはパ
イメニューを表示する、もしくは付箋オブジェクトを 2点
タップすればいつでも付箋オブジェクトを移動、拡大、縮
小、回転できる。
キャンバス上の付箋オブジェクトは、それぞれがスライド

1枚とみなされる。ユーザが付箋オブジェクトを 1枚キャ
ンバス上に追加するたびに、プロトタイプは PowerPointに
スライドを 1枚追加する。ユーザが付箋オブジェクトを削
除すると、プロトタイプは削除された付箋オブジェクトと
対応したスライドを PowerPointより削除する。
キャンバス
ユーザはキャンバスをウィンドウ内にて移動、拡大、及
び縮小できる。これらの機能は、付箋オブジェクトと同様
に、図をスケッチする等、キャンバスに対しての書き込み
を容易とするためのものである。ただし付箋オブジェクト
とは異なりキャンバスについては回転機能を除いた（キャ
ンバスを回転したい場合にはタブレット PCを回転すれば
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表 1 パイメニューのメニュー項目とその機能
メニュー項目 機能
Add キャンバスに付箋オブジェクトを 1つ追加する。
Ink 付箋オブジェクトとキャンバスに対する書き込みを可能にする。
Eraser 付箋オブジェクトとキャンバスに対する書き込みの消去を可能とする。
Cut 付箋オブジェクトを切る。
Select キャンバスへの書き込みの付箋オブジェクト化と、付箋オブジェクトのグループ化を行う。
Previous 過去に作成した付箋オブジェクトの一覧を表示する。
Slide Order PowerPointにおける各スライドの発表順番の決定する。
Rehearsal PowerPointを用いた発表練習を実施する。

図 11 消しゴムとインク機能

良い）。移動には付箋オブジェクトと同様に 1点以上での
ドラッグを用いる。また拡大、縮小にはピンチジェスチャ
を用いる。
インクと消しゴム
ユーザは付箋オブジェクトまたはキャンバスに対するド
ラッグにより書き込みとその消去が可能である（図 11）。
なお、我々は書き込みに用いるインクの色を黒のみとした。
この理由は、既存のスライドウェアでは機能が多すぎるた
めにユーザが色やフォント等のデザインの詳細に捕らわれ
がちである [23]一方、プロトタイプではユーザがスライド
のデザインに捕らわれずプレゼンテーションの内容に集中
することを狙ったことからである。
ユーザがパイメニューより Inkまたは Eraserを選択する
ことにより各機能が使用可能となる。付箋オブジェクトと
キャンバス間の操作対象の変更には、画面上における長押
しを用いる。
付箋オブジェクトのカット
ユーザはひとつの付箋オブジェクトの内容を分けたい場
合に付箋オブジェクトを切る（カットする）ことが可能で
ある（図 12）。カットするにはパイメニューより Cutを選
択した後に、カットしたい付箋オブジェクトの任意の一辺
から他の三辺のいずれかに達するまでその内部をドラッグ
する。カットされた付箋オブジェクトの各小片は 1枚のス
ライドとなる。ユーザが位置を移動させる等次に小片に触
れた際に、小片の大きさは元の付箋オブジェクトの大きさ
へと戻る（図 12右下）。この時、各付箋オブジェクトは各
小片上の内容のみを保持する。
キャンバス上の書き込みの付箋オブジェクト化、付箋オブ
ジェクトのグループ化
ユーザがパイメニューから Selectを選択すると、キャン
バス上の書き込みと付箋オブジェクトの選択が可能となる。
選択するには選択対象をドラッグにて囲う。なおこの際に

図 12 カット機能

図 13 キャンバス上の書き込みの付箋オブジェクト化

図 14 付箋オブジェクトのグループ化

図 15 スライド順の決定

視覚的フィードバックとしてドラッグの軌跡にオレンジ色
の破線が描かれる。選択対象がキャンバス上の書き込みの
みの場合、選択対象が付箋オブジェクト化される（図 13）。
また、図 14に示すように、選択対象が付箋オブジェクト
を含む場合、プロトタイプは選択された書き込みや付箋オ
ブジェクトをグループ化する。グループ化された選択対象
はグループごとに移動等の操作がなされる。
スライド順の決定、スライドウェアへの反映、発表練習
ユーザが自らにとって理解しやすいよう付箋オブジェク
トをキャンバス上に縦や横一列や階層構造を用いる等自由
に配置できるようにし、かつプレゼンテーションに用いる
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図 16 作成された PowerPoint のスライドの例

図 17 練習機能により開始されたプレゼンテーションの様子

図 18 2 枚の付箋オブジェクトの統合

図 19 付箋オブジェクトのコピー

スライドを取捨選択しその順番を決められるようにする
ため、これらをユーザがプロトタイプに指示するものとし
た。ユーザはまずパイメニューから Slide Orderを選択す
る。次に、先頭スライドとして使用したい付箋オブジェク
トに触れ、その後、画面に触れたまま末尾スライドに対応
する付箋オブジェクトに至るまで、Moscovichらのシステ
ム [6]に見られるように、プレゼンテーションに用いたい付
箋オブジェクトを一筆書きのように辿る（図 15）。辿られ
た付箋オブジェクトは青色の矩形にて囲まれるため、ユー
ザは付箋オブジェクトがプレゼンテーションに用いるもの
となったか否かが分かる。またユーザが辿り終えた際、プ
ロトタイプは辿られた軌跡を青色の線を用いてキャンバス
に描く。さらに、辿られた順に付箋オブジェクトの右上に
番号を振る。また、辿られていない付箋オブジェクトと対
応するスライドを非表示スライドとする。その上でプロト
タイプは付箋オブジェクト上の書き込みを画像として保存
し、この画像をスライドに貼り付けることにより付箋オブ
ジェクト上の書き込みをスライドへと反映する（図 16）。
また、パイメニューより Rehearsalを選択すると、プロ
トタイプは図 17に示すようにMicrosoft PowerPointのプレ
ゼンテーションを先頭スライドより開始する。これにより
ユーザは付箋オブジェクト、すなわちスライドのスケッチ
を用いての練習が容易に行える。
付箋オブジェクトの統合と複製

2枚の付箋オブジェクトの内容を統合するには、まずユー

図 20 過去に作成した付箋オブジェクトの再利用

ザは統合させたい付箋オブジェクト（Aとする）を統合先
の付箋オブジェクト（Bとする）へと移動させる。この時、
A、B両者の中心の距離が閾値（現実装では 150ピクセル）
以下になった際に、プロトタイプは視覚的フィードバック
として Bを拡大し（現実装では 1.1倍）紫色の矩形にて囲
う。囲われている際にユーザが Aを離すと、プロトタイプ
は Aをキャンバス上から削除し、その内容を Bへと統合
する（図 18）。
また、この機能を用いて付箋オブジェクトを複製できる

（図 19）。ユーザはまず白紙の付箋オブジェクト*1（Cとす
る）をキャンバスに追加する。次にユーザは複製元となる
付箋オブジェクト（Dとする）を、スタンプを押すように
Cに重ねる。ユーザが Dを離すと、プロトタイプは Dの
内容を Cへ複製する。
その他：過去に作成した付箋オブジェクトの再利用
過去に発表したものと同じテーマのプレゼンテーション
を新たに準備する際に、過去の付箋をはがして新しいペー
ジに貼る場合がある。そこで、過去に作成した付箋の再利
用を可能にした（図 20）。プロトタイプはプロトタイプの
終了時及びキャンバス上の付箋オブジェクトの削除時に付
箋オブジェクトへの書き込み内容を InkSerializedFormat形
式にて保存する。ユーザがパイメニューより Previousを選
択すると、保存した付箋オブジェクトをキャンバス上に一
覧表示する（図 20左）。ユーザは表示された付箋オブジェ
クトをダブルタップにて選択することによりキャンバス上
に追加できる（図 20右）。

5. おわりに
スライドウェアを用いたプレゼンテーションの設計を
支援するために、タブレット PC上にて動作するプレゼン
テーション設計インタフェースを示し、そのプロトタイプ
を実装した。プロトタイプでは、付箋法に着目し、付箋を
スライドに見立てた付箋メタファに基づいてプレゼンテー
ションの設計を支援する。
今後はプロトタイプと既存のスライドウェアとの比較被
験者実験を行う。この実験を通じて、我々が抽出した要件
の妥当性を検証するとともに、提案インタフェースの有用
性を調べる。
*1 書き込みが存在しない付箋オブジェクト。
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